た。 

その 動かない 二つの 眼と、 その 幽暗な 顔つき を 見た 

時に、 彼 は 人間で はなく、 あるいは 幽霊で はない かと 

いう 怪しい 考えが 私の 胸に 浮かんで 来たので、 私 は そ 

の ご 絶えず 彼の- J ^ J ろに 感受性 を 持 つか どうか を 注意 

する ようにな つ た。 

私 は ひと 足さが つた。 そうして、 彼が ひそかに 私 を 

恐れて いる 眼 色 を 探り出した。 これで 彼 を 怪しむ 考え 

もお のず と 消えた ので ある。 

「君 はなんだ か 私 を 怖そう に 眺めて いますね」 と、 私 

- f - ふ - パー 

はしいて 微笑みながら 言 つ た 。 



「なに か、 超自然的の 力が、 あなたに そう 言わせた よ 

うにお 思いに はな リま せんか」 

「いいえ」 

彼 は 「さようなら」 という 代りに、 持って いる 白い 

燈火を かかげた。 

私 は あとから 列車が 追い かけて 来る ような 不安な 心 

持ちで、 下り列車の 線路の わき を 通って 自分の 路を見 

つけた。 その 路 はさきに 下って 来たと きよりも 容易に 

登る ことが 出来た ので、 さした る 冒険 もな しに 私の 宿 

/帚った。 



聞いた のです。 私 はすぐ に 起って、 その ドアの 口から 

見る と、 トンネルの 入 リロの 赤い 灯の そばに 立って、 

今お 目に かけた ように 手 を 振って いる 者が ある。 その 

声 は 叫ぶ ような 唸る ような 声で 〈見ろ、 見ろ〉 という _ 

つづいて また 〈おうい、 下にい る 人！ 見ろ、 見ろ〉 

という。 わたし は 自分の ランプ を 赤に 直して、 その 者 

の 呼ぶ 方角へ 龃 けて 行って 〈どうかし ました か、 何 か 

しゅ つたい 

出来しました か。 いったい どこです〉 とたず ねる と、 

その 者 は トンネルの 暗やみの すぐ 前に 立 つてい るので 

す。 私 はさら に 近寄って みると、 不思議な ことに は、 

その 者 は 袖 を 自分の 眼の 前に あてて いる。 私 はまつ す 



ぐに 進んで 行って、 その 袖 を 引きの けて やろうと 手 を 

のばす と、 もう その 形 は 見え なくなって しまったので 

す」 

「トンネルの 中へ でも はいった かな」 と、 わたし は 言つ 

た。 

「そうではありません。 私はトンネルの中へ 五百，^ -— 

ドも龃 け 込んで、 わたしの 頭の 上に ランプ を さしあげ 

ると、 前に 見えた その 者の 影が また 同じ 距離に 見える 

のです。 そうして、 トンネルの 壁 をぬ らして いる I 卞 

が 上から ぼたぼたと 落ちて います。 わたし は 職務と い 

う 観念が あるので、 初めよりも 更に 迅ぃ 速度で そこ を 



龃け 出して、 自分の 赤 ランプで トンネルの 入 リロの 赤 

い 灯の まわり を 見 まわした のち、 その 赤い 灯の 鉄 梯子 

をった つて、 頂上の 展望台に 登りました。 それから ま 

た 降りて 来て、 そこまで 龃 けて 戻り ましたが、 どうも 

気になる ので、 上り 線と 下り線と に 電信 を 打って 〈警 

戒の 報知が 来た。 何 か 事故が 起こった のか〉 と 問い 合 

わせる と、 どちらから も 同じ 返事が 来て 〈故障な し〉 

…：- J 

この 話 を 聞かされて、 なんだか 背骨が ぞっとす るよ 

うな 心持ちに なった が、 私 は それ を 堪えながら、 そん 

な あやしい 人影な ど はなに かの 視覚の あやまり である。 



間の のちに は、 死人と 重症者が トンネルの 中から 運ば 

れて、 ちょうど その 影の あらわれた 場所へ 来たので す」 

わたし は 不気味な 戦慄 を 感じた が、 つとめて それ を 

押し こらえた。 この 出来事 はさす がに 譃 であると はい 

あんごう 

えない。 まったく 驚くべき 暗合で、 彼の こころに 強い 

印象 を 残した の も 無理 はない。 しかも、 かくの ごとき 

驚くべき 暗合が つづいて 起こる というの は、 必ずしも 

おうおう 

疑う ベ きこと ではなく、 こういう 場合 も往々 にあり 得 

ると いう こと を 勘定のう ちに 入れて おかなければ なら 

ない。 もちろん、 世間 多数の 常識 論者 は、 とかく 人生 

の 上に 生ずる 暗合 を B じない もので は あるが —— 



みると、 もう 日光が 映して いて、 幽霊 は どこへ か 消え 

失せて しまいました」 

「それから 何事 も 起こりませんでした か」 

彼 は 指の さきで 私の 腕 を 二、 三度 押した。 その都度 

に、 彼 は 怖ろ しそうに うなずい たので ある。 

「その 日に、 列車が トンネルから 出て 来たと き、 私の 

立って いる 側の 列車の 窓で、 人の 頭 や 手が w J つち やに 

出て、 何 かしきりに、 振って いるよう に 見えた ので、 

わたし は 早速に 機関 手に むかって、 停止の 信号 をし ま 

した。 機関手は運転を停めてブレーキをかけました。 

列車は五百，^ i ドほ ども 行き過ぎ たのです。 私が すぐ 



底本： 「世界 怪談 名作 集 上」 河 出 文庫、 河 出 書房 新 社 

1987 (昭和 S) 年 9 月 4 日 初版 発行 

2002 (平成 M) 年 6 月^日 新装 版 初版 発行 

入力 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

校正 ： 大久保 ゆう 

2 oo 4 年 9 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



